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ビジネスハイライト
2023年5⽉期

主要事業の成⻑により、売上⾼は前年⽐＋416百万円（＋13.6％）

FY2022 FY2023 前年⽐

売上⾼ 3,065百万円 3,481百万円 ＋416百万円（＋13.6％）

営業利益 1,202百万円 1,303百万円 ＋101百万円（＋8.3％）

経常利益 1,236百万円 1,313百万円 ＋77百万円（＋6.2％）

親会社株主に帰属する
当期純利益 828百万円 879百万円 ＋51百万円（＋6.1％）

事業成⻑と収益⼒強化施策（事業別リソースアロケーションの⾒直しとコストマネジメントの強化）により、
営業利益は前年⽐＋101百万円（＋8.3％）
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3,481百万円

1,303百万円

1,313百万円

879百万円

0% 20% 40% 60% 80% 100%

売上⾼

営業利益

経常利益

当期純利益

業績進捗率
2023年5⽉期
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通期業績予想（修正後）

売上⾼ 3,404 百万円��
前期⽐�＋11.1%

営業利益 1,223 百万円��
前期⽐�＋1.7%

経常利益 1,233 百万円��
前期⽐�△0.2%

当期純利益 � � � � � � � � � � �801 百万円��
前期⽐�△3 .3%

実績

第 1四半期 第 4四半期第 3 四半期第 2四半期

達成率

102.3%

106.5%

106.5%

109.7%

通期業績予想（修正前）に対する進捗

売 上 ⾼

営 業 利 益

経 常 利 益

当 期 純 利 益

4,055百万円（85.8％）

1,500百万円（86.9％）

1,498百万円（87.6％）

966百万円（91.0％）
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通期売上⾼の推移

AZWの買収により、ストラテジックPRサービス（A事業）※1 が補完され、

当社の主⼒事業である、ダイレクトブランディングサービス（B事業）※2 に主要リソースを注⼊

1,255 1,537 
2,164 

3,065 
3,481 

2019.5 2020.5 2021.5 2022.5 2023.5

単
位
：
百
万
円

売上⾼

© Enj in  A l l  R ights  Reserved . ※1.旧名称「戦略PRサービス」※2.旧名称「PR⽀援サービス」※3.旧名称「PFサービス」

PRプラットフォームサービス（C事業） ※3 は⼀層の事業構造改⾰に取り組み収益化の向上を図る
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993 
1,194 

1,696 

2,517 

2,890 

154 302 

607 

1,202 
1,303 

79.4% 78.1% 78.4%
82.1%

83.0%

12.30%
19.80%

28.10%
39.20%

37.40%

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

2019.05 2020.05 2021.05 2022.05 2023.05

売上総利益 営業利益 売上総利益率 営業利益率

PRプラットフォームサービスの収益向上が寄与し、売上総利益率�83.0%で着地

通期売上総利益・営業利益の推移
単
位
：
百
万
円
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業績推移 - 売上⾼

通期で増収増益を達成
⼈材成⻑スピードと業績進捗スピードが同期し、更なる成⻑フェーズが視界に⼊る

644

746
808

866

738 

880 

772 

1,013 

1Q 2Q 3Q 4Q

単
位
：
百
万
円

2022年5月期 2023年5月期

3,065

3,481 

通期

＋13.6%



1,202

3,481

△ 590

△ 999

△ 589
1,303

2022.05 
営業利益

既存事業売上⾼ 原価 ⼈件費 その他販売管理費 2023.05
営業利益

単
位
：
百
万
円

© Enj in  A l l  R ights  Reserved . 7

通期営業利益の推移

増収増益によりコスト増加を吸収。通期では+101百万円の増益で着地
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01   会社概要
C o m p a n y  O v e r v i e w
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会社情報

9

社会の役に⽴つ⽴派な⼈間を⼀⼈でも多く輩出する

1251
1528

2163

3065

3481

154 
302 

607 

1,202 1,303 

2019.05 2020.05 2021.05 2022.05 2023.05

単位：百万円

売上⾼

営業利益

3,481

1,303

サービス

医療

建設・建築・⼟⽊
製造

通信・ソフトウェア

卸売・⼩売

不動産

教育

⼠業

2,238社
クライアント数

財務情報� 事業情報�

M i s s i o n

C o m p a n y  
O v e r v i e w

会社情報

本⽥�幸⼤

2006年�6⽉創業

創業者

社員数
（連結）

所在地

※1

※ 1 2023年5⽉31⽇時点

東京都中央区銀座

代表取締役

204�名

事業内容 PR事業



事業ドメイン
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DX

PR∕IR

M&A

パートナーシップマーケティング

セールス

リクルート

マネジメント

DX

PR∕IR

M&A

パートナー
シップ

マーケ
ティング

セールス

リクルート

マネジメント

事業
ドメイン

© Enj in  A l l  R ights  Reserved .

C o m p a n y  
O v e r v i e w

s t e p

1

s t e p

2

s t e p

3

s t e p

4

ニーズの抽出
クライアントが抱える課題やニーズをキャッチアップ

PRサービスの提供
ニーズに応じた適切なPRサービスを提案・提供

ブランディングの実現
ブランディング効果を⽤いた企業の事業⽀援

課題解決‧企業成⻑
事業成⻑によって企業課題を解決し、成⻑を後押し

ダイレクトブランディングサービス(B事業)を軸に、
PR事業ドメインを多⾓化(A事業＋C事業)
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02   各事業の説明
B u s i n e s s  D e s c r i p t i o n

概況



ストラテジック
PRサービス※1

ダイレクト
ブランディングサービス※2

PRプラットフォーム
サービス※3

特徴

クライアントの戦略PRを⽀援
クライアントの

メディアマッチング機会向上を⽀援
サービス

収益モデル

収益ボリューム

（年間）

スポット収益

クライアントのメディア露出を⽀援

ストック収益（⽉額報酬）

+スポット収益

ストック収益（⽉額利⽤料）

+スポット収益

500万円程度〜 数百万円程度 150万円程度〜

当社の展開する事業とサービスモデルB u s i n e s s

D e s c r i p t i o n

グローバルネットワークと
多様な業務領域を駆使し、

カスタマイズされたPR⽀援が可能。

ノウハウのパッケージ化により、
顧客の予算に合わせた
メディア露出⽀援が可能。

PRプラットフォームの提供により
メディアとクラアントを

直接マッチングする機会の⽀援が可能。

12

A 事 業 B 事 業 C 事 業

※1.旧名称「戦略PRサービス」※2.旧名称「PR⽀援サービス」※3.旧名称「PFサービス」
© Enj in  A l l  R ights  Reserved . ※「アポチョク」サービスは実質的にサービスを停⽌していることから重要性の観点より割愛しています。
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ストラテジックPRサービス※（A事業）

ストラテジックPRサービス

ネットワーク

l対外的なPRやメディア対策などのコンサルティング・業務⽀援に対応
l世界49カ国115都市を結ぶグローバルPRネットワークが強み

メディアリレーション

イベント/セミナー

渉外・調査

リスクマネジメント

海外PR

Marcom

Digital / Creative / その他

B u s i n e s s

D e s c r i p t i o n

世界 49 ヵ国�/�115 都市�/�132�オフィスを結ぶ、
グローバルPRネットワーク

業務領域

多岐にわたる業務領域を持って
クライアントの課題を解決

の⽇本代表社

※旧名称「戦略PRサービス」
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ストラテジックPRサービス※（A事業）B u s i n e s s

D e s c r i p t i o n

サービス事例
クライアントにグローバルかつシームレスなPRソリューションを提供

※旧名称「戦略PRサービス」

「TOKYO GAME SHOW」などの

⺠間イベントのほか、国内外の
政府系主催イベントの運営を受託

イベント リスクマネジメント

企業の⽤⼼棒として危機管理から
事後対応まで全⾯的にクライアントを
サポート（政府系機関、⼤⼿企業等）

海外 P R

グローバルPRネットワークを駆使

『2023Worldcom AGM Montreal, Canada』
の主幹事も務める



ダイレクトブランディングサービス※（B事業）
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ダイレクトブランディングサービス

B u s i n e s s

D e s c r i p t i o n

強固なメディアリレーションを駆使してダイレクトブランディングを実現

クライアント

メディア

強固なメディアリレーション

メディア選定・メディア露出⽀援

ストック収益＋スポット収益

成功報酬型

広報予算に限りがある

メディア露出のノウハウがない

メディアへの露出

採⽤応募者が増加

商談機会が増加

ステークホルダーへの
イメージアップ

課題

ラジオテレビ 新聞

出版雑誌 Web

※旧名称「PR⽀援サービス」



364 
453 411 

496 490 
587 591 629 

539 
645 581 

816 88 
99 

78 
91 110 

103 134 
154 

105 

129 
99 

171 

453 
553 

490 
587 601 

690 725 
783 

644 

774 
680 

987 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

2021.05 2022.05 2023.05

単
位
：
百
万
円

法⼈∕経営者向け 医療機関∕医師向け

4Qは3Qと⽐較して+307百万円となり、前年同期⽐較+26.1％で着地
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売上⾼

※旧名称「PR⽀援サービス」

ダイレクトブランディングサービス※（B事業）B u s i n e s s

D e s c r i p t i o n



PRプラットフォームサービス - メディチョク※�（C事業）
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PRプラットフォームサービス
取材ネタを探すメディアと取材されたいクライアントを結ぶPRマッチングプラットフォーム

Ø 情報収集
Ø 企業検索
Ø ネタの募集

メディチョク

Ø プレスレター配信
Ø おすすめ情報

Ø ネタ応募
Ø プレスレター投稿

Ø メディアセミナー
Ø イベント・勉強会
Ø ノウハウ情報

新聞・雑誌
Webメディアなどの
記者・編集者

経営者
企業の広報担当者など

メディア

B u s i n e s s

D e s c r i p t i o n

クライアント

Ø 記事
Ø リリース原⽂
Ø 取材内容

マス

読者・視聴者
購買者・取引先など

※旧名称「PFサービス」



PRプラットフォームサービス - メディチョク※�（C事業）

11 17 20 24
36

45
58

69
77

87 82

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

2021.05 2022.05 2023.05

単
位
：
百
万
円
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前年同期⽐+39.1%、通期+64.4と事業進捗中

B u s i n e s s

D e s c r i p t i o n

売上⾼

※旧名称「PFサービス」

11 17 20 24
36

45
58

69
77

87 82
96



97 104
115 120 126 121

107
123

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

2022.05 2023.05

単
位
：
千
円

ク ラ イ ア ン ト数

クライアント数は増加傾向

平均契約単価

PRプラットフォームサービス - メディチョク※�（C事業）
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B u s i n e s s

D e s c r i p t i o n

114 
127 

138 138 
145 149 

164 165 
178 

189 
198 198 196 

204 
212 

225 230 232 232 235 239 238 243 
233 

20
21

.6
20

21
.7

20
21

.8
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.9

20
21

.1
0

20
21

.1
1

20
21

.1
2

20
22

.1
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22
.2

20
22

.3
20

22
.4

20
22

.5
20

22
.6

20
22

.7
20

22
.8

20
22

.9
20

22
.1

0
20

22
.1

1
20

22
.1

2
20

23
.1

20
23

.2
20

23
.3

20
23

.4
20

23
.5

2022.05 2023.05

既存 新規 顧客数

単
位
:�社

※旧名称「PFサービス」

クライアントと単価が相互に全体収益に貢献



2 0 2 2年 5⽉期 2 0 2 3年 5⽉期 前年同期⽐

合計 内訳 合計 内訳

ストラテジック
PRサービス※1

ー ー ー ー ー

ダイレクト
ブランディング
サービス※2

2,800 百万
円

（91.4.%）

法⼈/経営者向け

2,298 百万円
（75.0%） 3,087 百万円

（88.6%）

法⼈/経営者向け

2,582 百万円
（74.1%）

△   0.8%

医療機関/医師向け
502 百万
（16.4%）

医療機関/医師向け
505 百万
（14.5%）

△   1.9%

PRプラットフォーム
サービス※3

265 百万円
（8.7%）

メディチョク
210 百万円
（6.9%） 394 百万円

（11.3%）

メディチョク
348 百万円
（9.9%）

＋  3.0%

アポチョク
55 百万円
（1.8%）

アポチョク
46 百万円
（1.4%）

△   0.4%

その他 ー ー 0 円（0.1%） ー ー

業績推移 - 売上⾼：サービス毎の割合

74.1%

14.5%

9.9%
1.4%

20

メディチョク

医療機関∕医師向け

法⼈∕経営者向け

3,481百万円
2023年5⽉期

アポチョク

© Enj in  A l l  R ights  Reserved .

ダイレクトブランディングサービス(B事業)を軸に、PR事業ドメインを多⾓化(A事業＋C事業)

(括弧内は全体の売上⾼に占める割合)

B u s i n e s s

D e s c r i p t i o n

※1.旧名称「戦略PRサービス」※2.旧名称「PR⽀援サービス」※3.旧名称「PFサービス」

A

B

C
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03  中期経営計画
M i d - t e r m  M a n a g e m e n t  P l a n
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中期経営計画の前提

• 祖業（B事業）の構造改⾰を優先。短期的な減収減益を⽢受（成⻑の踊り場）

• 具体的には、ストック収益中⼼のビジネスモデルを着実に構築
• ⻑期的に安定成⻑が可能な売上基盤を確⽴

⼀時的なトップラインは担保できるが、継続⾒込みが低くボラティリティの激し
いスポット収益の⽐率を下げ、中⻑期な視点で、より多くの収益を安定して獲得
できるストック収益の⽐率を⾼めることで、中期的に安定した成⻑を⾒込める体
制を構築することを⽬指す。

中期経営計画の考え⽅

M a n a g e m e n t

P l a n
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3,525

4,230

5,076

6,091

7,309

1,304 1,565
1,878

2,254

2,704

2,164

3,065
3,481

3,204
3,572

4,057

4,713

5,457

607

1,203 1,313
1,018 1,136 1,295

1,512
1,758

2021.05 2022.05 2023.05 2024.05 2025.05 2026.05 2027.05 2028.05単
位
：
百
万
円

連結売上⾼⽬標（M&A含む） 営業利益⽬標 連結売上⾼ 営業利益

成⻑の踊り場

売上計画

（実績） （実績） （実績）

成⻑の踊り場をつくり、安定した収益構造を構築
同時に、M&Aやクロスセル、新サービスの開発などを促進
短視眼的ではなく、⻑期的な視点で安定した利益⽬標の達成を⽬指す

事業シナジーによる
成⻑のバッファ

売上計画
M i d - t e r m

M a n a g e m e n t

P l a n
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2,085
2,801 3,087

2,600 2,860
3,200

3,780
4,350

79

265
394

304
382

494

534

668

300

330

363

399

439

2021.05 2022.05 2023.05 2024.05 2025.05 2026.05 2027.05 2028.05

単
位
：
百
万
円

ダイレクトブランディングサービス プラットフォームサービス ストラテジックPRサービス

（実績） （実績） （実績）※4

売上⾼

祖業の「ダイレクトブランディングサービス（B事業）」※2 をベースとして、
「ストラテジックPRサービス（A事業）」※1 「 PRプラットフォームサービス（C事業）」※3 

による事業拡⼤を図る

事業別売上構成イメージ
M i d - t e r m

M a n a g e m e n t

P l a n

※1.旧名称「戦略PRサービス」※2.旧名称「PR⽀援サービス」※3.旧名称「PFサービス」
※4.事業の成⻑により、予想3,073百万円に対して、3,087百万円にて着地



売上⾼ 百万円 前期⽐ △ 8.0%

営業利益 百万円 前期⽐  △ 21.9%

経常利益 百万円 前期⽐  △ 22.5%

当期純利益 百万円 前期⽐  △ 22.4%

© Enj in  A l l  R ights  Reserved . 25

2024年5⽉期通期業績予想（連結）

3,204

1,018

1,018

682

通期業績予想（連結）
F i n a n c i a l f o r e c a s t s

M i d - t e r m

M a n a g e m e n t

P l a n
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04   中期経営計画の達成⾒通し
T h e  E x p e c t e d  A c h i e v e m e n t  o f  t h e  M i d - t e r m  M a n a g e m e n t  P l a n

概況
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ダイレクトブランディングサービス PRプラットフォームサービス

2023年5月時点

154百万円
▼ストック収益の推移

⽉次ストック収益の推移T h e  E x p e c t e d

A c h i e v e m e n t

※1.旧名称「PR⽀援サービス」※2.旧名称「PFサービス」

※1 ※2
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スポット収益の推移

スポット収益の推移T h e  E x p e c t e d

A c h i e v e m e n t
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スポット収益
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0.0%

50.0%

100.0%

2019 2020 2021 2022 2023

継続率推移

継続率については⼀定⽔準を推移。引き続き継続率向上のための施策を実施

継続率について

63.3％
2023年５月時点

T h e  E x p e c t e d

A c h i e v e m e n t

6月 8月 10月12月 2月 4月 6月 8月 10月12月 2月 4月 6月 8月 10月12月 2月 4月 6月 8月 10月12月 2月 4月 6月 8月 10月12月 2月 4月
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23 241 354
466

600 604 554 485 542
677 684

866

1,255

1,537

2,085

2,801

3,087

79

265

394

2007.05 2008.05 2009.05 2010.05 2011.05 2012.05 2013.05 2014.05 2015.05 2016.05 2017.05 2018.05 2019.05 2020.05 2021.05 2022.05 2023.05単
位
：
百
万
円

ダイレクトブランディングサービス PRプラットフォームサービス

メディチョク
提供開始

事業開始

東⽇本⼤震災
リーマンショック

新卒採⽤へ切替

新型コロナウイルス
による緊急事態宣⾔

アポチョク
提供開始

売上推移

様々な社会情勢の変化の中においても成⻑を継続

外部環境の変化に左右されない業績成⻑T h e  E x p e c t e d

A c h i e v e m e n t

※1.旧名称「PR⽀援サービス」※2.旧名称「PFサービス」

※1 ※2



© Enj in  A l l  R ights  Reserved . 31

合計�/�[貸⽅]�売上

2,000社超のクライアント基盤（ストック収益）がロングテール構造となっており、
特定のクライアントに依存がない

ダイレクトブランディングサービス ������2,005社

PRプラットフォームサービス 233社

上位10社の売上が全体売上に占める割合

約4.9％

顧客単価

⾼

約2,000社の顧客

顧客単価

低

クライアント数 顧客あたりの分布イメージ

顧客ごとの取引⾼分布T h e  E x p e c t e d

A c h i e v e m e n t

＊2023年5⽉31⽇時点

※1.旧名称「戦略PRサービス」※2.旧名称「PR⽀援サービス」



684 
864 

1,251 

1,528 

2,163 

3,065 

3,481

49

68

86

112

146

179

204

15 18 16
29

39 45 42

2017.5 2018.5 2019.5 2020.5 2021.5 2022.5 2023.5

2015年より⼀貫して新卒を中⼼とした採⽤を継続
中途採⽤、M&Aと合わせて当初計画を上回る⼈員を確保
事業拡⼤に合わせて必要な⼈数を採⽤しながら企業規模を拡⼤
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2017.5 2018.5 2019.5 2020.5 2021.5 2022.5事業年度

T h e  E x p e c t e d

A c h i e v e m e n t 企業規模の拡⼤�―�⼈員と売上⾼の推移

2023.5

新卒採⽤⼈数社員数（連結） 売上⾼（百万円）

当初採⽤計画（修正後）

・新卒社員
45名（2023年4⽉）

当初計画 200名

名名
名

名
名名名

名

名

名

名

名

名

名
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営業の仕組化を徹底し、収益貢献⼒の⾼い中堅社員層を育成。強固な営業組織体制へ

T h e  E x p e c t e d

A c h i e v e m e n t

現在
（2023.5）

800万円

2,000万円

3,200万円

3,500万円

800万円

2,000万円

3,200万円

3,500万円

⾼い訴求⼒を活かした積極的な⼈材採⽤

800万円

2,000万円

3,200万円

3,500万円

成⻑フェーズ

中堅社員
25歳~50歳代

3年未満社員

幹部

収益貢献額 /⼈
（イメージ）

4,000万円

4,000 万円

企業規模の拡⼤�―�⼈員ピラミッドの再構築

戦⼒化フェーズ

5年後
（目標）



37
49

64

88

116

147

168

2017.06 2018.06 2019.06 2020.06 2021.06 2022.06 2023.06

営業⼈員数（連結）

2018.05 2019.05 2020.05 2021.05 2022.05 2023.05

積極的な採⽤とM&Aにより営業⼈員数は約170名に
営業担当者/⼈の年間売上⾼は着実に向上
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▼緊急事態宣⾔

▼東京五輪開催

▼ロシアの
ウクライナ侵攻

営業担当者 /⼈の売上⾼推移 営業⼈員数推移

営業単価・営業⼈員数推移T h e  E x p e c t e d

A c h i e v e m e n t

営業担当者1⼈当たり

年間約2,650万円
ー⽉間売上推移
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5 8 10 8 12 10 137 11 12 16 18 22 2337
49

64
88

116

147
168

2017.06 2018.06 2019.06 2020.06 2021.06 2022.06 2023.06

管理部⾨ 制作部⾨ 営業部⾨

職種別従業員数推移

M&Aの実⾏により、事業拡⼤に寄与する営業⼈員を獲得。計画166名対して168名と上振れして増員。
制作部⾨は計画通り23名、管理部⾨においてもM&Aにより計画11名に対して13名と成⻑⼟台を順調に構築。

（参考）職種別従業員推移（連結）

※それぞれの期間における期⾸時点での⼈員数

T h e  E x p e c t e d

A c h i e v e m e n t



その他資産 1,395

現預⾦ 4,083

純資産 4,164

負債 1,314

36© Enj in  A l l  R ights  Reserved .

(単位：百万円)

総資産

5,478

2023年5⽉末⽇時点

業績概況 - BS（連結）

現預⾦4,083百万円、純資産4,164百万円、

着実に利益を拡充させ⾃⼰資本⽐率76.0%と、
引き続き強固な財務基盤を維持

T h e  E x p e c t e d

A c h i e v e m e n t
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05 投資について
I n v e s t m e n t
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投資戦略

中期成⻑戦略の達成のため、2024年5⽉期は中⻑期の持続的な成⻑のための投資初年度

であると位置づけています。�コア事業、成⻑事業への投資は、2025年5⽉期以降での効

果発現を⽬指しています。
�

新規事業への投資は、当社の新しいビジネスモデルの構築に向け、2024年5⽉期以降�も

継続的に投資を実施してまいります。�また、ビジネスモデルの拡張のためのM&Aについ

ても積極的に⾏っていく⽅針です。

I n v e s t m e n t
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2024年5⽉期は5億円程度の戦略コストを積極的に投⼊することで、
⻑期的に安定した成⻑を実現するための⼟台作りを実施

M&A費⽤として10億円の投資枠を準備

安定成⻑のための戦略コストの積極投⼊

新規

成⻑

経営インフラ

P R事業

ストラテジック
PRサービス※1

PRプラット
フォーム
サービス※3

ダイレクト
ブランディング
サービス※2

さらなる集積拡⼤

＋⼈事投資

事業 サービス ⼈件費 その他投資 期待効果

0.5億

0.5億

2億

ビジネスモデルの

多様化

成⻑速度加速

＋利益率向上

1億 業務効率化

M&A

〜10億＋

0.5億

0.5億

成⻑投資I n v e s t m e n t

※1.旧名称「戦略PRサービス」※2.旧名称「PR⽀援サービス」※3.旧名称「PFサービス」



サ
ー
ビ
ス
品
質

開発時間

この期間における
ビジネスモデル化が勝機

サービスの
コモディティ化

サービスの
開発・実証期間

市場の求める品質基準

PR領域の拡⼤と新たな領域の拡張を⽬指す
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営業

経営コンサ

ルティング

M&A

IT・システム採⽤・研修

広告

PR

マーケティング

事業⽀援
Business Support Services

中⻑期的な展望

今後はM&Aなどを通して、
既存のPR領域の拡⼤と新たな事業領域を網羅していく

廉価で⼿の届くサービスから、⼀流の技術・⾼品質のサービスまでを網羅

コモディティ化する前のサービスに⽬を向け、それをビジネスモデル化し、安価に提供する

当社には、新しい領域にも、すぐにマーケットインできる強い営業組織⼒がある

現在

さまざまな事業⽀援サービスがある中、PRの観点から事業を展開する

M＆A戦略I n v e s t m e n t



創業以来、蓄積されたノウハウによって統率された営業組織を
グループ企業へ投下することで事業成⻑を加速させることが期待できる

41© Enj in  A l l  R ights  Reserved .

PR事業におけるポジション

⼤企業向けの⼀般的なPRサービス 新興型 P Rサービス

中⼩・中堅企業�/�医療機関

⼤ 企 業

受託モデル パッケージモデル

従来型の単発型 P Rサービス

安価

独⾃の提供価値

独⾃の市場を開拓し、創業来ブルーオーシャンで競合がいない

マニュアル アカデミー教育 カリキュラム

属⼈化しない営業体制を構築

独⾃のビジネスモデルEnjinの特⻑②

PR事業

強い営業組織Enjinの特⻑①

●●事業 ▲▲事業 ■■事業

強い営業⼒を活⽤し、
新しい事業領域を拡張することが可能

パッケージ化された⾼品質なサービス

広報活動の効率化

I n v e s t m e n t M＆A戦略
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M&A実施に関する意思決定について、下記の項⽬についても考慮しています。

M & A候補先選定基準

M & A実施判定基準

Ø E n j i nグループにとって新しい商材を持っている企業

Ø コア事業とのシナジーが期待されるサービスを持っている企業

Ø 付加価値が⾼く、今後の単価向上が⾒込めるか

Ø 顧客⺟集団を活⽤できるか

Ø のれん負けせず利益貢献ができるか

Ø 購⼊価格が適正か（EVITDA10倍以下を⽬安）

I n v e s t m e n t M＆A戦略
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新規

成⻑

経営インフラ投資

P R事業

事業 サービス ⼈件費 その他投資 2028年5⽉期⽬標

0.3億

0.5億

2億

1億

0.5億

0.5億

売上4.4億

売上6.7億

売上43.5億

売上54.6億
営業利益17.6億 2023 2024 2025 2028

営業利益

17.6億

成⻑費⽤を積極的に投資することで、成⻑速度を加速する

I n v e s t m e n t 2024年の投資戦略

※1.旧名称「戦略PRサービス」※2.旧名称「PR⽀援サービス」※3.旧名称「PFサービス」

ストラテジック
PRサービス※1

PRプラット
フォーム
サービス※3

ダイレクト
ブランディング
サービス※2
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06  配当について
D i v i d e n d



株主還元

当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営の重要課題の⼀つと位置付けております。事業基盤充実のため、業績動向および財政状況等を総合的に勘案しながら、中
間配当および期末配当による株主の皆様への利益還元に努めることを基本⽅針としております。

⻑期的視野に⽴った安定的な成果配分を継続していくために、財務基盤の強化を前提として、株主還元における基本⽅針を配当と⾃⼰株式の取得を含めた総還元性向
といたします。総還元性向の⽬標値を当期純利益に対する30%とし、残りの70%は成⻑投資に振り分けます。（ただし、⼤規模な資⾦需要が発⽣した場合にはこの限
りではありません。）
配当と⾃⼰株式の取得の⽐率につきましては、市場環境等に基づき都度決定いたします。また、取得した⾃⼰株式は原則として消却いたします。

この⽅針は、資本市場の動向や今後の事業環境を勘案し、当社の将来の成⻑投資機会を考慮した上で、株主の皆様への還元を積極的に⾏おうとするものであります。

45

株主還元⽅針

© Enj in  A l l  R ights  Reserved .

1株当たり配当⾦ 22.80 円

※ 2023年8⽉25⽇開催予定の第17回定時株主総会に付議する予定です。

配当⾦総額 165,385,112 円

2023年5⽉期 期末配当

D i v i d e n d

※ 業績予想を上回る結果となったことから、3⽉14⽇開⽰の配当予想（22.50円）より⼀株当たり0.3円増額した22.80円へ修正しております。
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今後の剰余⾦の配当につきましては、内部留
保の確保とのバランスを考慮した上で実施し
ていくことを基本⽅針としておりますが、投

資家および株主の皆様により⻑期的な⽬線で
ご⽀援いただくことを⽬的として、配当性向

として設定しております30％が前期配当額を

上回るまでの期間においては毎期1円以上の

増配を⾏ってまいります。

当中期経営計画における、配当イメージは右
の図の通りです。

配当について

-100

100

300

500

700

900

1100

1300

1500

1700

2022.05 2023.05 2024.05 2025.05 2026.05 2027.05 2028.05

当期純利益 １株当たり配当額

35.8円 36.8円 37.8円 38.8円 41円
48円

30％が
前期配当額
を超える想定

配当イメージ

D i v i d e n d

※営業外損益や特別損益がない場合に限る

+1円以上増配

34.5円

(実績) (実績)
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安⼼・安全・安定的に伸びていく会社として投資家の皆様に評価していただきたいポイント

07  今後の⽅針
F u t u r e  P o l i c y



IPOによる調達資⾦の充当状況
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項�⽬

運転資⾦

予定⾦額
2022年5⽉期 2023年5⽉期 2024年5⽉期

1,735,700

(単位：千円)

上場時の調達資⾦の
使途内訳 採⽤活動費

⼈件費

広告宣伝費

110,000

1,525,700

100,000

30,000

500,000

20,000

40,000

800,000

40,000

40,000

225,700

40,000

550,000 880,000 305,700

＊当社が属する業界の環境が急激に変化することも考えられるため、その場合、現時点で計画している資⾦使途以外へ充当する可能性があります。

IPO調達資⾦1,735,700千円のうち、2023年5⽉

期（5⽉末時点）において1,403,665千円（消化
率：80.9％）を充当。

2024年5⽉期以降も、当初予定どおり、主に事
業拡⼤のための採⽤活動費、⼈件費および広告
宣伝費に充当予定。

運転資⾦ 880,000 千円

2021年6⽉18⽇開⽰情報

40,000 千円

⼈ 件 費 800,000 千円

広告宣伝費 千円40,000

861,131 千円

39,530 千円

800,000 千円

千円21,601

主にPRプラットフォームサービスへの広告宣伝費の投下を予定していたが、サービス開発進捗に合わせて投資を後ろ倒しに

332,035 千円

40,470 千円

225,700 千円

千円65,865

2023年5⽉期 予定 2023年5⽉期 実績（11⽉末時点） 残⾼

使途予定時期

充当状況

採⽤活動費

F u t u r e

P o l i c y



ターゲット顧客の拡⼤等のための施策

PR事業の中⻑期的な成⻑に向けて、
ターゲットとなる顧客の拡⼤・収益の改善・業務の効率化など様々な施策を実施していきます
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ダイレクトブランディングサービス※2 PRプラットフォームサービス※3 ストラテジックPRサービス※1主な取り組み

ターゲット顧客の拡⼤
メディアリレーションの強化

企画⼒の強化広告展開における認知度向上
と訴求の強化

収益の改善 ストック収益の向上
マッチング精度の向上

オプション機能の追加

パッケージ化の促進

事業シナジーの促進

ストック型案件の拡充戦略 システム開発
広告

新規顧客開拓

プラットフォーム機能の強化による
導⼊プロセスの改善

ウェビナーの開始
業務の効率化

オンライン商談の導⼊
SFA�/�CRMの導⼊

ストック収益割合：51.45％
セールス戦略の⾒直しを実施

2023年5⽉期
進捗状況

サービス向上のためのシステム改修を
実施

認知度向上のための広告宣伝費の投下

・・・
・・・

F u t u r e

P o l i c y

電⼦契約の導⼊

紹介プログラムの展開

※1.旧名称「戦略PRサービス」※2.旧名称「PR⽀援サービス」※3.旧名称「PFサービス」



今後の開⽰KPIの中期的⾒通し

当社の市場ポテンシャルは⾼く、まだまだ⼗分に市場開拓できる余地があるが、
安定した売上基盤構築のため、ストック売上⾼をKPIとして設定しています
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財務KPI

売上⾼

営業利益

事業KPI

中⻑期⾒通し

ストック売上⾼

⼈員の増強・メディアリレーション・サービ
スアップデート・マーケティング戦略を通じ
たPRプラットフォーム品質の⾼⻑により拡⼤

売上総利益

単価

原価率

内部開発体制
の強化により
低下

PF運⽤費

外部パートナー
の拡充を通じた
利益率向上

営業⽣産性

業務効率化
を通じた
利益率向上

スポット
売上⾼

案件数

F u t u r e

P o l i c y



⼈員計画

86
112

146

179
204

2019.05 2020.05 2021.05 2022.05 2023.05 2024.05

社
員
数
:�名
⼈材は重要な経営資源のひとつであることから、今後も⼀定のぺースで拡⼤していく⽅針

51
（計画）

© Enj in  A l l  R ights  Reserved .

M&Aの実⾏により、 2023年5⽉期は200名の計画に対して実績204名。（昨対⽐＋14％増）
受⼊体制を考慮し、採⽤予定数を⼀定に変更
教育体制や社内環境を整え、離脱の減少を図る

採⽤計画

・新卒社員：35名（2024年4⽉）
・中途社員：20名（年間）

⼈員計画

230

⼈員推移（連結）

F u t u r e

P o l i c y



16名

29名

39名
45名

42名
35名 35名

2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

⼤量採⽤を⾒直し、当⾯の期間は⼀定数の採⽤へシフトする⽅針
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新卒採⽤⼈数

（計画）

4⽉⼊社 4⽉⼊社 4⽉⼊社 4⽉⼊社 4⽉⼊社 4⽉⼊社 4⽉⼊社

（計画）

・・・

採⽤したメンバーをしっかりと受け⼊れられる⼟台を構築することを第⼀に考え、
体制が整うまでの間は採⽤⼈数を⼀定数に抑えます。

今後の採⽤計画

（実績）

F u t u r e

P o l i c y



© Enj in  A l l  R ights  Reserved . 53

課題対応において改善はみられているが、不確定要素は残るため⼀次的な減収減益の計画を継続

前期における離職の課題はク
リアされており、当期におい
ては離脱は減少する想定

⼈材採⽤は順調であるため、
過去の統計からしっかりと成
⻑が⾒込める想定

離脱率は減少したが、想定より
も多くの離脱が引き続き継続

離脱における業績を担保するた
めに既存社員の⾼負荷状況が続
いたことで教育の精度が低下

期待値コントロールの不備によ
る想定外のキャンセルが増加

既存社員への負荷が増加するこ
とで離脱が増加する負のスパイ
ラルが発⽣

2023年3⽉時点での結果期初における成⻑計画の前提

2023年5⽉期から2024年5⽉期への減収減益についての理由F u t u r e

P o l i c y

アロケーションの整理は⼀段落
離脱防⽌にリソースを投⼊

負荷が低減したことによって
教育リソースを捻出

社員教育により
営業現場の精度が向上

予算配分において
既存社員の負荷を低減

2023年5⽉時点での結果
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採⽤

教育

ü 引き続き、カルチャーフィットを最重視
ü 2015年より⾏っている新卒採⽤を重視
ü ⼤量採⽤ではなくしっかりと教育できる⼈員数を採⽤
ü 中途採⽤は事業戦略に応じて必要な⼈材をスカウトを中⼼に採⽤

ü 新卒社員を中⼼に、アカデミー組織によるハイクラス⼈材からの学びを促進
ü 営業社員を中⼼に、マネージャークラスがしっかりと伴⾛する形での教育体制へ変更
ü K P I の⾒直しを実⾏

当社の財産は「⼈」であると考えています。引き続き⼈材採⽤に注⼒をしていきます。
安定した財務基盤の構築と投資家の皆様に誠実に向き合います。

2024年の⼈事⽅針F u t u r e

P o l i c y

ü 資⾦調達は現在不要
ü 現預⾦は約40億円を保持し、増え続けている
ü 増資は⾏わない

ü 透明性⾼く、投資家の皆様の投資判断に資する情報をお伝えする
ü 出来⾼向上に再注⼒し、あらゆる施策を徹底的に⾏う

⼈

事

財

務

資⾦調達
⽅針

I R ⽅針
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一時的な減収の計画となりご心配をおかけいたします。

中期経営方針に則り、今後も安定的な長期成長を達成するためにしっかりとした
経営を継続してまいります。

経営陣一同、断固たる決意をもって、企業成長のため経営判断を実行します。

安定した利益を出し続けていますが、より利益成長をすることでしっかりと投資

家・株主の皆様に還元をしていくよう努めてまいります。

⻑期的な事業成⻑を実現する⽅針F u t u r e

P o l i c y



主な事業リスクと対応⽅針（1/2）

事業計画の実現において影響を与える可能性があるリスクを把握し、適切に対応を図ります
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※ 上記は、当社が経営においてリスク要因となる可能性があると考えられる事項について記載しております。その他のリスクに関しては、有価証券報告書の「事業等のリスク」をご参照ください。なお、⽂中の将来に関する事項は、
現在において当社が判断したものであり、将来において発⽣する可能性があるすべてのリスクを網羅するものではありません。

主要なリスク 顕在化の
可能性�/�時期

顕在化した場合の
影響度

リスク対策案

事業環境：
景気動向 景気の後退により、当社顧客のPR予算への影響が想定を

超えて拡⼤した場合、事業成⻑が阻害される可能性
中�/�中⻑期 中

幅広い市場に対してサービスを提供することで
景気後退時に強いビジネスモデルを構築するこ
とで対応します。

事業環境：
市場環境

インターネット環境、モバイル機器の進化の状況など情
報環境の劇的な変化により顧客ニーズが⼤きく変化した
場合、既存事業の成⻑鈍化が⽣じる可能性

低�/�中⻑期 ⼤
インターネット、クラウドなど関連市場の変化
に応じたサービス・メディア開発を加速させる
ことで市場ニーズへ対応します。

事業環境：
検索エンジン

アルゴリズムの急激な変化や顧客ニーズに適時に対応で
きない可能性または変化への対応のためにシステム投資
や⼈件費など多くの費⽤を要する可能性

低�/�中⻑期 中
検索エンジンにおける検索結果を継続的にモニ
タリングすることで、変化に対して迅速に対応
します。

事業内容：
競合他社の状況

競合の参⼊により、当社の事業領域における競争激化に
より、当社が効果的な差別化を⾏うことができない場合、
事業成⻑が阻害される可能性

低�/�中⻑期 中
健全な競争のもとで、現在の市場優位性を保つ
ために、顧客ニーズにあったサービスを展開し
ていくことで対応します。

F u t u r e

P o l i c y



主な事業リスクと対応⽅針（2/2）
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※ 上記は、当社が経営においてリスク要因となる可能性があると考えられる事項について記載しております。その他のリスクに関しては、有価証券報告書の「事業等のリスク」をご参照ください。なお、⽂中の将来に関する事項は、
現在において当社が判断したものであり、将来において発⽣する可能性があるすべてのリスクを網羅するものではありません。

主要なリスク 顕在化の
可能性�/�時期

顕在化した場合の
影響度

リスク対策案

事業環境：
⼈材の採⽤・教育 当社の経営理念を理解し、賛同できる⼈材の採⽤・教育

が計画どおり進捗しない場合、安定的な事業成⻑が阻害
される可能性

⼤�/�⻑期 ⼤

新卒社員を中⼼としつつ、異業種を含めた中途
社員の採⽤など、優秀な⼈材の獲得し、実践を
通した教育により、プロフェッショナルとなり
得る⼈材を育成することで対応します。

事業環境：
法令規制

事業に関連する法令等において新たな規制が制定される
など規制が厳しくなった場合、既存のサービスを継続す
ることができず、事業成⻑が阻害される可能性

低�/�⻑期 中
法改正に関する継続的なモニタリングや専⾨家
を交えた情報交換を積極的に⾏い、チェック体
制を整備することにより迅速に対応します。

その他：
未知の感染症

COVID-19の流⾏のように、緊急事態宣⾔の発令などによ
り、当社顧客への業績影響が想定を超えて発⽣する可能
性

低�/�不明 低
地⽅で活動が可能な外注先を確保するなどの対
策により、緊急事態宣⾔下においても業績悪化
が⽣じない事業展開を⾏うことで対応します。

更 新

事業計画の実現において影響を与える可能性があるリスクを把握し、適切に対応を図ります

F u t u r e

P o l i c y

更 新
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08   Appendix



ビジネスモデル

59

メディア 当グループ 顧客

パートナー

- ⼤⼿企業

-中⼩・中堅企業

-医療機関

-その他

ダイレクト
ブランディング
サービス※2

PRプラットフォーム
サービス※3

ストラテジック
PRサービス※1 - �メディア

- 各種コンテンツ

メディア開拓
仕⼊

露出⾯の提供 メディア露出⽀援

イニシャルフィー＆
⽉額掲載料

- テレビ局

-新聞社

-出版社

-ラジオ局

-オウンドメディア

取材対象
情報提供

メディア掲載ネタ募集

利⽤料
プレスリリース

仕⼊れ・協業

PR戦略コンテンツ提供

リテーナーフィー

メディチョク
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A p p e n d i x

※1.旧名称「戦略PRサービス」※2.旧名称「PR⽀援サービス」※3.旧名称「PFサービス」



収益

事業KPI

60

顧客数 × 収 益
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顧客数は2,238社（前年同期⽐＋11.3%、253社増）まで拡⼤
顧客あたりの平均契約単価は予想より上振れて推移し、平均契約件数は通期予想の想定範囲内で着地

1,711社
1,893社

274社
345社

1,985社
2,238社

2022.05 4Q累計 2023.05 4Q累計

中⼩・中堅企業 医療機関

1,014千円
1,041千円

1.69件
1.59件

2022.05 4Q 2023.05 4Q

顧客あたりの平均契約単価 顧客あたりの平均契約件数

（通期予想1.68件）

（通期予想1,000千円）

（通期予想2,580社）

T h e  E x p e c t e d

A c h i e v e m e n t

顧客数



985千円
966千円

1,014千円
1,041千円 1,000千円

1.58件
1.61件

1.69件

1.59件 1.60件

2 0 2 0 . 0 5 2 0 2 1 . 0 5 2 0 2 2 . 0 5 2 0 2 3 . 0 5 2 0 2 4 . 0 5

顧客あたりの平均契約単価

顧客あたりの平均契約件数

2024年5⽉期 事業KPI

61

顧客数 × 収 益

収益
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1,275社

1,659社

1,985社

2,238社
2,400社

2 0 2 0 . 0 5 2 0 2 1 . 0 5 2 0 2 2 . 0 5 2 0 2 3 . 0 5 2 0 2 4 . 0 5

新規市場の開拓を図り、顧客数は2,400社（当期⽐＋7.2%、162社増）をターゲットとし、
ストック案件を増加させることにより、安定した収益を確保する

顧客数

T h e  E x p e c t e d

A c h i e v e m e n t
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地域分布

地⽅と⾸都圏を繋ぐハブになるべく、

全国 47都道府県
の顧客にサービスを提供

54.1%
⾸都圏

21.1%
地⽅都市

24.5%
地⽅

＊⾸都圏とは、東京都、神奈川県、埼⽟県、千葉県の1都3県とする。
＊地⽅都市とは、北海道、愛知県、⼤阪府、福岡県の1道1府2県とする。

法⼈∕経営者向け 医療機関∕医師向け

様々な地域、多種多様な分野の顧客を網羅しており、経済情勢に左右されにくい構成

地域および職種分布T h e  E x p e c t e d

A c h i e v e m e n t



既存ターゲットと中⼩・中堅企業および医療機関の市場ポテンシャルに加え、
ストラテジックPRの市場も含めることでサービスの提供領域を拡⼤
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※ 4・5  総務省 令和３年経済センサス -活動調査を参照 ※ 6 公益社団法⼈⽇本パブリックリレーションズ協会「PR業実態調査」2021年5⽉を参照
※ 7 東京商⼯リサーチによる⾚字法⼈率（2009年〜2019年）を参照のうえ当社にて算出   ※ 8 2022年11⽉末時点の当社クライアント数（企業：88.0%、医療：12.0%）

(※ 4)

(※ 5)

(※ 8)

TAM
SAM
(※ 7)

(※ 4)PAM = TAM

当社のクライアント 7,442社

⽇本全国の企業等

360万社
（法⼈：200万＋個⼈事業主：160万）

中⼩・中堅企業150万社
（資本⾦：5,000万円未満かつ企業常⽤
雇⽤者数：50⼈未満の⽇本全国の企業等）

PR予算のある中⼩・中堅企業47万社

⽇本全国の企業等

360万社
（法⼈：200万＋個⼈事業主：160万）

市場規模1.111億円

新規開拓市場

ダイレクトブランディング※2

/PRプラットフォームサービス※3 ストラテジックPRサービス※1

市場環境と当社の優位性

SAM

PAM

(※ 6)

A p p e n d i x

※ 1  旧名称「戦略PRサービス」 ※ 2  旧名称「PR⽀援サービス」 ※ 3  旧名称「PFサービス」



アズ・ワールドコムジャパン株式会社の⼦会社化によって
戦略PR領域へ参⼊し、市場ポジショニングの拡張を図る
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中⼩・中堅企業医療機関

⼤企業

受託モデル パッケージ
モデル

PR事業におけるポジション

地⽅に根付く
PR会社、制作会社など

⼤⼿PR会社（B社・C社） ⼤⼿プレスリリース会社（A社）

⼤企業に利⽤される⼀般的なPRサービス

従来型の単発型PRサービス

新興型PRサービス

現在のポジション拡張

PR事業の拡⼤A p p e n d i x
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様々な⾒込み顧客に対し、
各状況に合わせたアプローチ⽅法、商材を分けて提案を⾏なっている

コールド
コール WEB広告 イベント 販促サイトセミナー プレスリリース

アプローチ

既存顧客からの
ご紹介

リード アプローチ

商談・提案

サイトからの問合せ

電話問い合わせ

資料請求

セミナー申し込み

ホワイトペーパーダウンロード

お知らせ配信

イベント開催

セミナー開催

顧客数増加に向けた取り組みA p p e n d i x
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ダイレクトブランディングサービス※2、PRプラットフォームサービス※3 、ストラテジックPR※1

サービスの多⾓展開を拡充することでクロスセルを実現し、平均契約件数向上を実現

取り組み

PR⽀援

PRプラット
フォーム

戦略PR

メディチョク

メディアA メディアBメディア実績

メディア露出
・連鎖

総合PR メディアリレーション・イベント・リスクマネジメント・海外PR ...

メディアC メディアD中⼩企業向け

フェーズ

⼤⼿企業向け

⽬的 サービス

契約済

平均単価および平均購買数増加に向けた取り組みA p p e n d i x

※1.旧名称「戦略PRサービス」※2.旧名称「PR⽀援サービス」※3.旧名称「PFサービス」
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B事業

C事業A事業

01. サービス単価の向上 サービス件数の増加

02. サービス品質の向上 ⼀⼈当たりの⽣産性の向上

成⻑加速 の強化

コア

成⻑新規

成⻑事業および新規事業を展開することで、①既存顧客への新たなサービスの提供 ②新たな顧客群の
創出 ③事例が形成され、事業シナジーによってコア事業の成⻑を加速させることが可能

計画

サービス 成⻑率

2023.05 2024.05 2025.05 2026.05 2027.05 2028.05

事業シナジーによる
成⻑のバッファ

120％

115％

100％

事業シナジーA p p e n d i x
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ダイレクトブランディングサービスの相互作⽤による相乗効果

2007年の創業から続けているメディアサービスにメディアリレーションを
連携させることで、「メディチョク」と連動して相乗効果で成⻑するモデルを構築。

Ｌ
２
و
و
Ｕ
Ｗ
ｆ
＂
Ｒ
＾

ダイレクトブランディング
サービス※1

PRプラットフォーム
サービス※2

ダイレクトブランディング
サービス

PRプラットフォーム
サービス

「メディアリレーション」＝「企業との関係性」であり、広報上における“マスコミ対応”とも⾔えます。
多くのメディアと良好な関係性を築き続けることが重要ですが、信頼関係の構築は時間がかかるため、広報ノウハウを持たない企業では地道なリレーション
に時間を割くことが難しいです。そのため、弊社が⻑年培ってきたメディアリレーション資産を各サービスに展開し、サービスの拡充をしています。

当社顧客が増加することでメディアへ紹介できる件数が増加します。
そのためメディアからのメディチョクにおけるネタ募集数が増加し、マッチング率が⾼くなることで顧客へ提供できるサービスの質が⾼くなり、
結果として当社顧客の増加につながっていく流れが、相乗効果で拡⼤していくことが期待できます。

POINT

メディアリレーションA p p e n d i x

※1.旧名称「PR⽀援サービス」※2.旧名称「PFサービス」
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売上 売上総利益 営業利益 調整後EBITDA指標

事業成⻑を図る指標 事業区分に利益が異な
るため、事業収益性の
指揮

当社グループの収益性
の基礎となる指標

M&Aによるのれん発⽣
等の指標

売上および営業利益だけではなく、
サービスごとの利益およびEBITDAも新たに重要指標として認識

重要な財務指標A p p e n d i x



ESG

70

ESGの取り組み

企業として利益を上げ、⽇本経済に貢献することは当然の役
割です。しかしそれ以外に、「社会に対し何ができるのか」
を真剣に考え、確実に実⾏していくことが今の時代には求め

られています。社会や環境と共存し、持続可能な成⻑を図る

ため、ESGを真剣に取り組む企業こそが、今後社会から必要

とされていくと考えています。

E N V I R O N M E N T

S O C I A L  G O V E R N A N C E

© Enj in  A l l  R ights  Reserved .

A p p e n d i x
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ESG∕SDGs

業績拡⼤による企業価値向上を前提にしながらも、同時に社会課題の解決を⾏うことで

持続的に継続可能な社会の実現へと貢献する⽅針

「社会の役に⽴つ⽴派な⼈材を⼀⼈でも多く
輩出する。」という理念を前提に、社会的課
題を解決することで、社会全体の持続的な発

展と⾃社の成⻑の両輪を実現する�⽅針

⽇本経済の基盤を築く中⼩中堅企業のPRを通
じ勤務環境の整備を実現するとともに、地⽅

創⽣による地域活性化を実現することによる
就業環境の整備

ESG/SDGsに対する⽅針 ESG/SDGsとして取り組む事項

E n j i n グループ

A p p e n d i x



© Enj in  A l l  R ights  Reserved . 72

⼈的資本の現状A p p e n d i x

50代

40代

30代

20代

男性割合 ⼥性割合

100 %

2023年度新卒採⽤⼈数

204 名

42名⼊社

年齢別の男⼥⽐

78.92％

⼥性管理職

1.47 %11名中 2名�

男⼥⽐率

男性 22 名
⼥性 20 名

44.6%

産休後の復帰率 障がい者雇⽤率

55.4%

男性

女性

社員数

13.72％

5.88％

1.46％

（男性の育休取得率0％）

※ 2023年5⽉31⽇時点正社員のみの情報です
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弊社 IR�に関する情報・ご質問は下記IRページからお願いいたします。

株式会社E n j i n  IR

h t t p s : / / w w w . y - e n j i n . c o . j p / i r / i n q u i r y /

E n j i n I R S e a r c h

A p p e n d i x



本資料は、情報提供のみを⽬的として作成しています。本資料は、有価証券の販売の勧誘や購⼊の勧誘を⽬的と

したものではありません。
本資料には、将来の⾒通しに関する記述が含まれています。これらの将来の⾒通しに関する記述は、本資料の⽇

付時点の情報に基づいて作成されています。これらの記述は、将来の結果や業績を保証するものではありません。
このような将来予想に関する記述には、必ずしも既知および未知のリスクや不確実性が含まれており、その結果、
将来の実際の業績や財務状況は、将来予想に関する記述によって明⽰的または黙⽰的に⽰された将来の業績や結

果の予測とは⼤きく異なる可能性があります。
これらの記述に記載された結果と⼤きく異なる可能性のある要因には、国内および国際的な経済状況の変化や、

当社が事業を展開する業界の動向などが含まれますが、これらに限定されるものではありません。
また、当社以外の事項・組織に関する情報は、⼀般に公開されている情報に基づいており、当社はそのような⼀
般に公開されている情報の正確性や適切性を検証しておらず、保証しておりません。

免責事項
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